






























Making a Picture Book to Promote Understanding of Children with Disabilities （Ⅳ）：
Effect of Reading the Picture Book to Children and the Evaluation of the Picture Book
Ayuko HIRABAYASHI
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が絵本を読みきかせた後、①園児たちが描いた絵と、②読みきかせ効果について保育士へのイ
ンタヴューおよび質問紙の回答を検討した。さらにB幼稚園において保護者参加の保育実践の
会で保育士から絵本を読みきかせた後、連絡ノートによる保護者の反応を検討した。
３．結果
3.1　絵本『たっくん』の内容
　自閉症理解の導入として、周囲の子どもとちょっと違う世界をもっている「たっくん」をと
おしてストーリーは展開する。たっくんの友だちは、たっくんがよくカーテンの中にいるのを
不思議に思い、いっしょにカーテンの中に入ってみて、たっくんの安心できる場であることが
分かる。そして「この広い空の下、つまづいても疲れてもいっしょに歩いていこう」と友だち
は語りかけ、手をつないで仲よく歩いていくというほのぼのとした作品である。
　絵本『たっくん』の紹介
たっくんは　ぼくのともだち
ちいさいころから　ずっとなかよし
でもね、ずっと　いっしょにいるのに
わからないことがあるの。
たっくん　なにをみているの？
なにをかんがえているの？ １
たっくんが　みていたのは
いけにいる　さかな　や
あめんぼう　じゃなかった。
みずにうつる　
おひさまの　ひかりだったんだ。
キラキラ　ひかるのが　すきで
ずっと　みてたんだ。 ３
あれ？？
たっくん、さびしそうじゃないよ・・・
わかった！
まっくらな　なかに
たっくんだけの　へやが　あるんだ。
たっくんにとって　カー テンのなかは
あんしんな　ところなんだね。 ５
ぼくも　そらを　みあげた。
どこまでも　つづいていく
あおい　あおいそら
ぼくらは　とっても
ちいさいだろうね。
７
よくはれたひ
たっくんは　ずっと
いけをみている。
なにが　いるのかな？
ぼくも　となりにすわって
ずっと　いけをみてたんだ。
２
たっくんは　よく　カー テンの　なかにいる。
ひとりでいて　さびしくないのかな？
みんなといっしょにいるの
いやなのかな？
たっくんを　しりたくて
ぼくもいっしょに
カー テンのなかに　はいってみたんだ。 ４
そとで　あそんでいるとき
ふと　たっくんは
そらを　みあげた。 ６
このあおいそらのしたで
ぼくらは　おなじところに
くらしている。
たっくんと　ぼくは
ちょっとちがうけど
いっしょに　あるいていこうよ。
つまづいたり、つかれても・・・
いっしょにいるからさ。たっくん。 ８
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3.2　絵本『たっくん』のA保育所での読みきかせ結果
3.2.1　『たっくん』読みきかせ後の園児の描画例：
2009年２月実施　４・５歳児（21人）
①池の場面（７人）：たっくんがキラキラ輝いている池を見ている場面、星の輝きを付加して
いる池の場面、池に落ちた場面
②たっくんがカーテンに隠れている場面（６人）
③たっくんと友だちの二人の場面（３人）：「たっくん」と「とっくん」などと命名する子もいる。
④たっくん１人の場面（３人）：笑っている、スケートやソリをしている（最近スキーを経験）、
絵本の中のたっくん
⑤その他（２人）：「絵本」との関連がわからない。
3.2.2　絵本「たっくん」について保育士（A保育所、B幼稚園）への質問紙とインタヴューで
の回答
（１）子どもたちへの影響
・「みんな 仲間」を意識付けられる貴重な読み聞かせだった。
・ことばにならなくても心に残ると思う。
・「変わった子」と感じていた相手を身近に感じたり、親しみをもつきっかけになる。
（２）子どもたちの理解
・理解するまでは難しいと思うが、いろいろな人がいることがわかったと思う。
・対象が４歳児でしたので、「障がい」ということよりも、“たっくんって、こういう子なんだ”
という風なとらえ方だったと思う。肯定的な受け止め方ができていたと思う。
・「たっくん」を理解できた。自分ではあまり感じない気持ちや好きなこと、嫌いなことを理
解できたと思う。
3.3　B幼稚園で「たっくん」を保護者へ読みきかせた後の保護者の反応例
　保護者参加の保育実践の会で保育士からこの絵本を読みきかせた後、連絡ノートに書か
れていた保護者の反応である。この読みきかせも含めた取り組みが2009年２月岐阜県教育
委員会から表彰された。評価された理由は保護者の心を動かし相互の理解につながったこ
描画の例
描画の例
描画の例
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とである。以下が表彰の基となった保護者の感想である。
（自閉症児の母親の手記）
娘のこと、自閉症のことを知ってもらいたいと思っていたのですが、話す機会がなくモ
ヤモヤした気持ちでした。今回のように、先生から皆さんに話していただけるのは、と
ても嬉しかったです。私が望んでいることは、自閉症に限らず、いろんな障害を持った
人がいるのが当たり前の世の中になることです。読みきかせの会の帰り、何人かのお母
さんが声をかけてくれました。今までは余りなかった事です。障害を認めてもらえるの
なら、これからどんどん色んな場に出ていかなくてはいけないと思っています。
（健常児の母親の手記）
・ジーンとくるものがありました。友だちそれぞれの違いを認め、理解し共に生きてい
けるような･･･そう感じられる心を持った子になってくれるといいなと思いました。
また、親の働きかけや姿も大事かなと思いました。
・たっくんと同じ様に感じてみようとする友だちの心がとても優しい。自然にそんな風
に関わっていこうとするところに心を打たれました。
3.4　自閉症児を兄弟にもつ子どもの立場からの「絵本」の感想
（１）兄A児（８歳、小３）：弟のこうちゃん（６歳、自閉症児）と「たっくん」の類似点を見つけ、
「絵本」を誰かが読んで「こうちゃん」の気持が分かるのではないかという手記である。
「たっくんと、男の子のともだちのはなしです。弟のこうちゃんに、にています。にて
いるところは、いけんをあまりうまくしゃべれないところです。すきなばめんは、たっ
くんと男の子が、きらきらの水をみているところが、すきな場面です。こうちゃんに、
にているのはなんでかなと思いました。このお話をよんで、こうちゃんのきもちがわか
るかと思いました。」
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（２）こうちゃんの弟B児（4歳、幼稚園年中クラス）：低年齢のため「絵本」の感想を母親が
聞き取った。
どう思った？
B児：おもしろかった。
どこが？なぜ？
B児：この人とたっくんが仲良く遊ぶところ
どのページがすき？
B児：真っ暗な中にいる二人のページ
なぜ？
B児：カーテンの中でいろんなことして遊べるから。
ぼくも（園で）カーテンの中に入ったことあるよ。
お腹が痛くて、カーテンの中に入って静かにしていたら、みやちゃん（お友達）もまね
して入ってきたよ。
（３）姉C児（14歳、中学２年）：「絵本」読後の感想文　弟が９歳の自閉症児
「たっくん」の中で私が一番心に残ったのは「ちょっとちがうけど」ということばです。
この絵本に出てくるたっくんの友だちは、小さい頃からずっと一緒にいるから「たっく
ん」が不思議な行動をしても分かってあげようとするのでしょう。小さい頃から一緒に
いるから「ちょっと違うこと」に気付いたんだと思います。私にも、自閉症の弟がいま
す。・・・私としてはやっぱり幼稚園児や小学校低学年の子達に読んでもらいたいです。
なぜかというと、「小さい頃から」の触れ合いや理解が大切だと思うからです。人々の
中には、障害について偏見を持っている方もいると思います。そんな人たちにも、この
絵本を読んでもらいたいです。この絵本は一回だけでなく何度も何度も読めば読むほど
いいと思います。回数読むとなんだかじんわりきます。この絵本を、たくさんの人に読
んでもらってたくさんの人に障害を理解してもらい、たくさん交流できたらいいなと思
いました。
3.5　専門家の立場からの「絵本」に対する評価
　A病院の小児神経医５人、自閉症児を育てている母親10人、教育者14人の感想
3.5.1　小児神経医学などの専門家の絵本「たっくん」に対する感想
・たっくんに「ぼく」が心理的に寄り添っていくメッセージがよく伝わった。
・たっくんのもつ自閉性が平易なことばで書かれており、またよく特徴をとらえており、理解
しやすいと思う。子どもたちに受けやすいのではと感じた。
・とても平易なことばで障がいのことがわかりやすく説明されており、何より対応の仕方が描
かれているのはとても良いと思う。
・理解してもらう初歩としては、わりと分かりやすいと思う。
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・立場や年齢を問わず、読みやすい本だと思う。自閉性障がいに対する理解を得るきっかけ作
りになる。
3.5.2　障がい児を育てている母親の感想
　以下は、自閉症と診断を受けた子どもを育てている母親（愛知県９人、新潟県１人）の主な
感想である。
・あたたかい気持ちになった。
・お友だちが、たっくんのことを理解してくれた点がよかった。
・「変な子」じゃなくて、たっくんの行動を気づいてくれ、分かってくれたのでよかった。
・お友だちがカーテンの中に入ってたっくんの世界があったことがわかって良かったと思う。
・子どもの目線でやさしく書かれていて、たっくんの行動（見ているものの違いやカーテンの
中にいること等）の理由が分かるように書かれているのが良かったです。わが子の行動を他
の子どもに「なぜそういうことをするの」と聞かれることがよくあり、説明として分かりや
すい。
・同じくらいの年齢の子どもや、家族、祖父母、学校や保育園の先生に読んでもらい理解して
ほしい。
・「ぼく」とたっくんの関係が、非常に純粋で、優しさに溢れていて暖かい気持ちになりました。
たっくんの性格上の特性が現実に即していて、それを理解しようとする「ぼく」の感性も幼
児期の子供らしく、子供にとっては共感できるのではと思いました。私の三男も、自閉症で
ある次男と二人で遊ぼうとすると、ひたすら次男についていき、まねをしてみています。そ
して、それをとても楽しそうにやっています。「ぼく」が最後に、一緒にいるからさ！と言っ
てくれて、うれしくなりました。読んでいる時は、たっくんを我が子に置き換え、「ぼく」
の優しさに対する感謝の気持ちと、それが現実であればという気持ちでおりましたが、読み
終わった後は、子どもたちを初めとする社会に対して理解を求めるために、このような方法
があったのか！と目からうろこの気持でした。そして、私自身も何らかの働きかけを行って
いかなければならないという、使命感を感じました。また、健常児にとっても、障害児の特
性を認め、暖かく支援していく姿勢は、心の成長にとても大切なことですし、このような理
解は障害児を持つ兄弟にとっても、負担が軽減されるものではないかと感じました。「たっ
くん」は幅広く、色んな方に読んでいただきたい絵本だと思いました。
3.5.3　教育者（小・中学校教育、特別支援教育に携わっている教師、合計14人）の感想と子ど
もの障がい理解を促すための工夫
・分かりやすく優しい絵が素敵だと思いました。本文では障がいの診断名がクローズアップさ
れることなく、その子のとる行動に着目している点がいいと思いました。（子どもたちは診
断名（レッテル）に関係なく、実際の「その子」を見ているのだから。
・子どもたちの周りに「たっくん」のような子がいたとしたら、「池を見つめて何が楽しいの？」
「カーテンの中で何してるの？」など、きっと疑問を持つはずだと思うので、子どもたちは
もし実際にこんな子に出会ったとき、「たっくん」と一緒だなと思って、友達になれると思
いました。
・キラキラしたもの、自分だけの安心する場所が好きというのは、障がいのない子も同じだと
思いました。障がいをもっていて変わった子でも、自分たちと同じ気持ちを持っているのだ
と、思えるような授業やお話ができると思いました。
・保育所等だけでなく、家族でも「みんな一緒」であることを、普段の生活の中で伝えていく
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ことが大切ではないかと思います。
・友達のことを気にかけることができ始めた頃では少し早いのかな…と思います。池を見たり、
空を見たり、カーテンにくるまったり、実際にやってみてその面白さに気づく子（はまる子）
がいると思います。たっくんの行動は、ものの見方・感じ方のひとつの例なのだと思います。
特に意識することなく、普段の絵本と同じように普通に読みあうのがいいと思います。
・「いろんな障がいを持った人がいるのが当たり前な世の中になること」のためにもこの絵本
が普及するといいなと思います。
・障害を持っていることや、集団の中にうまくとけこめないことが原因で、仲間はずれになっ
たり、いじめにあったりすることが、随分あるように思います。そのようなことがあるのだ
ということが理解されることで、助けられる子ども（又は大人）もあるのではと思います。
・一般の人たちの啓蒙になる。障害児へのとっつきにくさというバリアがゆるむと思う。
・自分のクラスに障がい児がいる場合、子どもなりに理解を助けることになる。
・自分もこの本に出てくる友だちのようなことを、当事者にしていることに気づいた。
・理解を促すには、健常児同士でもひとりひとり違うことを確かめあう作業があるとよい。
「たっくんと同じように見てみましょう、かくれてみましょう」があれば、まるごと理解で
きる。
3.5.4　保育者志望の学生の感想（A大学90人、B短期大学101人）と子どもの障がい理解を促す
ための工夫
（１）学生の主な感想
・自閉症の子のことが良くわかる絵本だった。分かりやすかった。６人
・自閉症の子どもの行動を奇妙がって済ますのではなく、「違うところを理解してあげようと
する姿勢、何故その様に行動をとるのかたっくんの身になって考えてみる」という内容が良
かった。３人
・人それぞれみんな違いを持っていることを教えてあげられる。
・最後のページでたっくんと友達が手をつないで歩いていくところが良いと思った。
・友達の目線で書いてあって、理解しようという気持ちが伝わりやすい。
・自閉症の子と同じ目線になって考えてみるきっかけをくれた。
（２）子どもの障がい理解を促すための工夫
　絵本「たっくん」を読みきかせた後、子ども達が自閉症についてより理解を深めるためには
どのような問いかけと説明がよいかについて、学生（A大学90人、B短期大学101人）に考えさ
せた。その模範例を挙げておく。
問いかけと説明の例
①問：たっくんはカーテンの中に一人でいても、どうして寂しそうじゃなかったのでしょう
か？
①　答：カーテンの中にはたっくんだけの世界があって、たっくんにとってとても落ちつく場
所だから。
②問：たっくんの気持ちはどうすれば理解できるでしょうか？
②　答：絵本の中の友だちのように、一緒に同じことをやってみると今まで見えなかったもの
が見えてくるよ。そして何を考えているのかや、今はどんな気持ちでいるのかが分かって
くると思う。
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③問：たっくんは友だちのことをどう思っていたのでしょうか？
③　答：表現の仕方や接し方は自分たちと違っていても、感じること（の基本的な部分）は一
緒だよ。
④問：もし、友だちにたっくんのような障がいを持っている子がいたらどうしたらいいでしょ
う？
④　答：自分も同じように体験して、気持ちを考えるといいと思います。他の子どもたちと違
う部分はありますが、それはその子自身の性格や特徴ですので、それを受け入れてどう一
緒に生活していくかを考えることです。一緒に同じことをするだけで、安心にもつながる
と思います。
⑤問：「たっくん」と「ぼく」の違うところと同じところはどんなところでしょうか？
⑤　答：たっくんは、池にいる魚ではなく太陽の光るキラキラを見たり、暗いカーテンの中が
好きだったり、「ぼく」とは物のとらえ方や考え方が違っていて、自分の世界を持ってい
ます。でも、興味を持つものをじっと見つめたり、自分の落ちつく場所を見つけたり作っ
たりすることは、よくあることです。
⑥問：他の子どもたちとたっくんが仲良くするにはどうしたら良いでしょうか？（保育者へ）
⑥　答：他の子どもたちにたっくんのことを理解してもらい、同じように遊べる遊びなどを考
えることができたらいいと思います。何か自分と違うことをしていても、近くに行って同
じことをしてみると、色々な発見ができるので、一緒にいて理解してあげる良いと思います。
⑦問：たっくんはずっと一人でいたいのでしょうか？（保育者へ）
⑦　答：みんなと一緒に仲良く、元気に遊びたいと思っていると思います。みんなと同じでたっ
くんも遊びたくても自分から接する技術がないのではないかと思います。一人でいる時間
も大切だけれど、友だちと遊ぶ時間も大切だと思います。
４．考察
（１）専門家や保護者によれば、「絵本」の内容や表現は適切で、障がいの理解に効果が期待
できるとするものが多かった。「絵本」の内容は詳しすぎたり堅苦しいものではなく、大切な
ポイントを子どもの目線で分かりやすく、あたたかい雰囲気で表現することが共感され受け入
れやすいと思われる。
（２）「絵本」を読みきかせた後の園児の描画からは、自分とは少し違った行動や関心が印象
に残り、そういう子どもの存在に気づくきっかけになったと考えられる。
（３）保育士への質問紙の回答から、自分とは違う他者の存在に気づいて、そのちがいを肯定
的に受け止めることが期待できそうである。
（４）保護者の手記から、「絵本」の読みきかせの機会が、健常児の母親が自閉症児をもつ母
親に話しかけてくるという今までにない事態をつくり、相互理解のきっかけとなり、障がい児
をもつ親を勇気づけたものと思われる。また、健常児の親も、障がいやちがいの理解と親の姿
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勢が子どもの心の成長に大切なことに気づいたように思われる。
（５）「絵本」を読みきかせた後の「問いかけと説明」については、筆者が園において「絵本」
の読みきかせの際によく実行してきたことであるが、例にあげた「問いかけと説明」には的確
なものが数多くあり、「絵本」の内容や理解をよりいっそう深めるのに有効と思われる。また、
中学生・高校生以上の読み手や読みきかせの際には「絵本」のあとがきでの作者の意図の理解
と共に参考として掲載するなどの活用が考えられる。
（６）障がい児を育てている保護者は、「たっくん」のともだちが「たっくん」を分かろうと
し共に歩もうと語りかける健常児の姿勢について、人間理解の広がりと心の成長に大切である
と賛同しており、このような理解は障がい児を持つ兄弟にとっても、負担が軽減されると思わ
れる。幼少期からの障がい児との触れ合いと、この「絵本」を読んでもらって理解を促したい
と障がい児を持つ兄弟姉妹は考えている。
（７）『たっくん』の読みきかせにより、多くの保護者の障がいに対する理解が深まり、障が
い児をもつ保護者への態度が改善されたことが認められ、B幼稚園が教育委員会から2009年２
月に表彰を受けた。このことからも、幼児のみでなくその背景となる大人も含めた障がい理解
のあり方、実践方法について様々な角度から検討する必要があると思われた。
５．今後の課題
　本研究は障がいを理解するために「絵本」が有効ではないかと考えて始めたものである。「絵
本」作りに試行錯誤があったものの、実際にできあがった「絵本」で子どもたちに読みきかせ
をしたところ、子どもだけではなくむしろ周りの大人への影響が色々な側面であることが明ら
かになってきた。逆にその周りの理解があって始めて子どもの世界だけではない本当の障がい
（ちがい）の理解に到達できるのではないかと、教えられた。この観点を大切にして研究を続
けたいと考えている。今後の課題と方向を以下に記しておく。
（１）「絵本」の読みきかせは子どもだけではなく、大人（保護者）にも読んでもらうとより
多くの効果が期待できそうなのでその方策について検討してみたい。
（２）他に制作した「絵本」においても、本稿と同様に効果について調べてみたい。
（３）１冊だけでなく、何冊かの組み合わせで読み聞かせたり、期間を空け何回も読み聞かせ
るなどの効果を検討してみたい。
（４）障がい児を育てている保護者や専門家と一緒に作る「絵本」を増やしていきたい。
付記：本稿において、「しょうがい」は筆者が先の紀要に論考した「障がい」と記す。尚、条
約や法律名に関してはそのまま「障害」と記し、感想・意見などについては本人の記述どおり
に記した。
　本研究は日本学術振興会科学研究費補助金（基盤研究C平成20年度課題番号20530898）の助
成により実施しているものである。

